
高津啓洋理事長が6月23日、船

橋の家庭連合の集会所で講演をし

ました。理事長は「神様はご自身

の形に似せて人と万物を創造され

た」と題して、高津理事長が自然

界においても神様に出会った深い

心の世界と豊富な知識と経験、更

にパラグアイ他世界各国から収集

した、まさに神が創造された昆虫

の標本、ピラニヤ他動物の剥製等

も見せながら、約100名を前に講

演し、大変に好評でした。
レダのタガメは日本のタガメと

は比較にならない大きいもの（写

真）です。

今回の講演は「地球の緑を守る

会船橋支部」創立3周年記念に合

わせ行われ

たものです。

ビルの屋

上には教会

の屋上には

タブノキ、

マサキ、ト

ベラ、シラ

カシ等20 0

本弱の苗木
が元気に育

てられてお

り、他に多くの夏野菜が見事に育っ

ていました。（大滝千葉支部長記）

《参加者の感想》
① もともと建築分野を目指

していた自分にとって「環境を守

ることの大切さ」を学び、「環境

にやさしいまちづくり」という今

の分野につながるきっかけがレダ

摂理の内容でした。改めて自らの

将来を考え、世界のために生きる

ために今勉学に励まなくてはと思

い知らされる良い時間となりまし

た。ありがとうございました！

(青年)

② 大変感動し、大変希望を

感じました！レバレントムーンの

４０日ではなく、４０年 ４００

年を掛けてでも、この理想を実現
しようと語られた事に特に感銘を

受けました。（婦人）

高津先生には足も痛いなか無理

をさせてしまい本当にすみません

でした。

小学生から壮年婦人まで喜んで

いました。本当にありがとうござ

いました。

船橋支部スタッフ：伊藤由美子

毎年行われる、パラグアイ国へ

の国際協力青年奉仕隊の活躍によっ

て、多くの植樹がされてきました。

南部地域では学校を中心に5000本

ずつ植樹をしてきました。

レダ周辺の町を今回訪問してみ

て、下の左の写真はマリアオキシ

ドーラ。右はオリンポ市のメイン

通りです。どの村も大きく育った

ニームの並木に、憩いの場ができ

て、安らぎの時を与えてくれてい

ると感謝されています。
今年も、8月末から15名の青年

がレダの農場から下流域のグアラ

ニー村に学校の修復と植樹を行い

ます。学校の先生や生徒さんも奉

仕隊の訪問を楽しみにしていると、

コディネートをしている佐野さん

に報告が来ました。（伊達 記）

植林が地球を救う
令和1年(2019)７月10日
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[お知らせ] ７月27日（土）国立オリンピック青少年センターで、夏の1日セミナーを開きます。参加希望を募っています。

マリアオキシドーラの学校前 オリンポ市のメイン通り
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